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　Abstract

The caligid copepod Caligus bonito Wilson, 1905 is 
reported based on adult females from the inner surface 
of the operculum of skipjack tuna, Katsuwonus 
pelamis (Linnaeus, 1758) (Perciformes: Scombridae), 
caught on 10 July 2018 in the East China Sea (33° 
04′N, 128°23′E) off the Goto Islands, Nagasaki 
Prefecture, Kyushu, Japan. Four of the 10 individuals 
of K. pelamis examined (46.0–55.2 cm in fork length) 
hosted each one or two females of C. bonito. The 
copepod is known to parasitize primarily scombrids in 
the tropical, subtropical, and temperate waters 
throughout the world, and the present collection 
extends its distribution range in the western North 
Pacific north to the East China Sea. The host and 
collection locality records of C. bonito from the 
western North Pacific and its adjacent seas, including 
the waters around Japan, Taiwan, China, and Vietnam, 
are also tabulated.

　はじめに

筆者らは，中西部太平洋に生息するカツオ

Katsuwonus pelamis (Linnaeus, 1758) の資源生物学

的研究の一環として，カツオの寄生虫相に関する

研究を 2018 年 5 月から行っている．その過程で，

北西太平洋の縁海のひとつである東シナ海で漁獲

されたカツオを検査する機会があり，寄生性カイ

アシ類の 1 種，カツオウオジラミ Caligus bonito 

Wilson, 1905 を採集した．本種は，米国ウッズホー

ル沖の北西大西洋で漁獲されたカツオから得られ

た標本に基づいて Wilson (1905) によって記載さ

れた．その後，本種は世界の大洋に分布するサバ

科魚類や他の回遊性魚類に広く寄生することが報

告されている（例えば Lewis, 1967; Kabata, 1979; 

Cressey and Cressey, 1980; Ho and Lin, 2004）．わが

国では，Yamaguti (1936) が静岡県焼津港に水揚げ

されたカツオから得た標本に基づいて本種を初め

て報告した．その後，Shiino (1959) は三重県浜島

沖の北西太平洋で漁獲されたカツオとクロマグロ

か ら ウ オ ジ ラ ミ 属 カ イ ア シ 類 を 得 て Caligus 

kuroshio を新種記載したが，この種は現在，本種

の同種異名とされている（Pillai, 1969）．本種は

関東近海で漁獲されたカツオのほか，最近，伊豆

諸島近くの北西太平洋で漁獲されたメバチにも寄

生することが報告された（桑原 , 1959; Nagasawa 

et al., 2018）．寄生部位は鰓腔，鰓，口腔，鰓蓋内

面，体表（Table 1, cf. Ho and Lin, 2004）である．

本種は，後述するように東アジアでは北西太平洋

と南シナ海から記録があるが，東シナ海からの採

集記録はない．そこで，今回得られた標本に基づ

き，カツオウオジラミを東シナ海における初記録

として，ここに報告する．

東シナ海から初記録の魚類寄生虫，カツオウオジラミ Caligus bonito
（カイアシ亜綱：管口目：ウオジラミ科）
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　材料と方法

本研究で寄生虫検査に供されたカツオは 2018

年 7 月 10 日 に 長 崎 県 五 島 列 島 沖 の 東 シ ナ 海

（33°04′N, 128°23′E）でみやざき丸（宮崎県水産

試験場漁業調査取締船）によって竿釣りされた個

体のうちの 10 尾である．これらは漁獲後すぐに

急速冷凍され，後日，静岡市にある国際水産資源

研究所に送られた．それらを解凍して尾叉長や体

重，性を記録後，体表や鰓付近の外部寄生虫と内

臓や筋肉の内部寄生虫の有無が調べられた．本報

で述べるカツオウオジラミは鰓蓋内面に見出さ

れ，標本として 70% エタノール液で固定・保存

された．この標本を木製スライド法（Humes and 

Gooding, 1964）を用いて観察し同定した．採集さ

れたカツオウオジラミの標本は 5 個体で，うち 3

個体は茨城県つくば市にある国立科学博物館筑波

研究施設の甲殻類コレクションに収蔵されている

（NSMT-Cr 25876）．他の 2 個体は，本論文の主著

者による日本産ウオジラミ属カイアシ類の分類学

的研究で使用後，同コレクションに収蔵予定であ

る． 本 報 告 で 述 べ る 魚 類 の 学 名 は Froese and 

Fig. 1. Caligus bonito, female (dorsal view), NSMT-Cr 25876, 
from the inner surface of the operculum of Katsuwonus pelamis 
caught in the East China Sea off the Goto Islands, Nagasaki 
Prefecture, Kyushu, Japan. Scale bar: 2 mm.

Fig. 2. Collection localities of fishes infected by Caligus 
bonito in the western North Pacific and its adjacent waters. 
Detailed information on the collection localities (1–11) is 
given in Table 1.
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Pauly (2018)，ウオジラミ属カイアシ類の和名は

長澤ほか（2010）に従う．

　結果と考察

寄生虫検査を行ったカツオ 10 尾（尾叉長：

46.0–55.2［平均 50.5］cm）のうち，4 尾にカツオ

ウオジラミが寄生していた．それらは鰓蓋内面，

特に擬鰓の鰓弓に近い部分に見られた．寄生数は

カツオ 1 尾あたり 1–2 個体（3 尾に 1 個体，1 尾

に 2 個体）であった．

採集された 5 個体はいずれも雌成体（Fig. 1）で，

体長（体先端から尾叉後端までの長さ：尾叉の刺

毛を含まない）は 6.4–7.2（平均 6.9）mm であった．

3 個体は卵嚢を有していた．採集時，体は半透明，

固定後エタノール液中で白色を呈し，体表に有色

の色素粒等は見られなかった．その形態を簡単に

記述すると，頭部は第 3 胸節までの胸節と融合し

て扁平な背甲を形成し，ほぼ円形である．前葉に

1 対の吸盤，側縁に薄膜を有する．第 4 胸節は短い．

生殖節は大きく，長卵形で後方に向かって幅を少

し増し，両後隅部は丸い．腹部は長く，ほぼ円筒

形で無節である．叉棘の両枝は左右にやや開き，

先端部はほぼ平らである．こうした形態的特徴は

Yamaguti (1936)，Shiino (1959)，Lin and Ho (2002)，

Ho and Lin (2004) によって報告されたカツオウオ

ジラミの特徴と一致する．本種はわが国で漁獲さ

れるカツオにも寄生するガイヨウウオジラミ

Caligus productus Dana, 1852 に似るが，この種は

生殖節の両後隅部が腹部側に膨隆し，腹部が 2 節，

叉棘の両枝先端がやや尖ること（cf. Ho and Lin, 

2004）などから本種と区別できる． 

カツオウオジラミは，南北太平洋，南北大西洋，

インド洋の熱帯，亜熱帯，温帯水域に生息する魚

類，特にカツオ等を含むサバ科魚類に寄生するこ

と が 知 ら れ て い る（Cressey and Cressey, 1980; 

Cressey et al., 1983; Ho and Lin, 2004）．北西太平洋

とその縁海では，日本（Yamaguti, 1936; Shiino, 

1959［Caligus kuroshio と し て 記 載 ］； 桑 原，

1959；木原，1960；Nagasawa et al., 2018），台湾（Lin 

and Ho, 2001, 2002; Ho and Lin, 2004），中国（南シ
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ナ 海，Cressey and Cressey, 1980）， ベ ト ナ ム

（Samotylova, 2010; Kazachenko et al., 2013）からカ

ツオウオジラミの記録があるが，東シナ海からの

記録はなく，本論文がカツオウオジラミの東シナ

海からの初記録となる（Fig. 2 の第 7 点）．フィ

リピン（Arthur and Lumanlan-Mayo, 1997）や韓国

（Venmathi Maran et al., 2015）からはカツオウオジ

ラミの記録はない．

東アジアでカツオウオジラミの宿主として報

告された魚類はサバ科 5 種［カツオ，クロマグロ

Thunnus orientalis (Temminck and Schlegel, 1844)，

メバチ Thunnus obesus (Lowe, 1839)，スマ Euthyn-

nus affinis (Cantor, 1849) ，ハガツオ Sarda orientalis 

(Temminck and Schlegel, 1844)］である（Table 1）．

わが国からはカツオ，クロマグロ，メバチが宿主

として報告されている．

日本では，遠洋漁業や近海漁業で漁獲された

カツオやマグロ類が各地の漁港に水揚げされるた

め，これら魚類にカイアシ類が寄生していたとし

ても，それら魚類の正確な漁獲位置を知ることは

極めて難しい．しかし今回，宮崎県水産試験場の

みやざき丸から東シナ海で漁獲したカツオ標本と

ともに正確な漁獲情報を提供されたことにより，

本海域のカツオにもカツオウオジラミが寄生して

いることが明らかになった．宿主の漁獲位置が明

確な過去の例としては，三重県浜島町（現在は志

摩市浜島町）から漁船で 3 時間移動した北西太平

洋で漁獲されたカツオとクロマグロから本種を得

た例（Shiino, 1959，Fig. 2 の第 5 点）と北西太平

洋の 2 か所で漁獲されたカツオを船会社と漁船の

協 力 に よ っ て 入 手 し て 本 種 を 見 出 し た 例

（Nagasawa et al., 2018，Fig. 2 の第 6 点）がある．

このように宿主の漁獲位置を特定することは，知

見が限られている寄生虫の海洋分布に関する理解

を深めるとともに，地球温暖化によって起こると

推測される寄生虫の海洋分布の変化を実証・考察

する際に重要な基礎データになると考えられる．

本研究で検査したカツオは，いわゆる「九州

西方漁場」（山下ほか，2018）で漁獲されたもの

である．この漁場に来遊するカツオは，鹿児島県

トカラ列島周辺水域に来遊した複数の群れのなか

から黒潮流路を乗り越えて九州西岸沖を北上して

きたものと考えられている（田代・内田，1989；

山下ほか，2018）．また，トカラ列島周辺水域の

カツオは，さらに南方水域から回遊してくると考

えられているため（田代・内田，1989；清藤ほか，

2018），現時点で，採集されたカツオウオジラミ

が宿主のカツオにどの水域でいつ感染したかを推

測することはできない．今後，カツオウオジラミ

を含む寄生虫の海洋分布や感染時期，感染水域を

明らかにするためには，本研究のように漁獲日と

漁獲位置の明確なカツオ標本を多くの場所から入

手して寄生虫検査を行うことが肝要である．こう

した作業によって得られるデータは，南太平洋で

行われた寄生虫を生物標識として活用したカツオ

の系群構造に関する研究（Lester et al., 1985）の

ように，寄生虫を用いた北太平洋産カツオの系群

構造や回遊経路の解明に資すると考えられる．
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